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浅
井
了
意
の
産
死
観

金　
　
　

慧　

珍

要　

旨

　

産
死
と
は
、
母
か
子
、
ま
た
は
母
子
と
も
に
難
産
や
堕
胎
等
で
死
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
浅
井
了
意
の
通
俗
仏
書
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心

因
縁
十
王
経
注
解
』
「
難
産
冤
蒙
之
説
」
、
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
「
産
難
冤
責
之
弁
」
、
仮
名
草
子
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
「
子
を
生
て
殺
生
す

べ
か
ら
ざ
る
事
」
を
精
読
し
、
産
死
に
関
す
る
章
段
の
趣
意
や
執
筆
意
図
が
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
考
察
す
る
。
『
戒

殺
物
語
・
放
生
物
語
』
は
明
代
の
禅
僧
・
袾
宏
の
『
戒
殺
放
生
文
』
の
和
訳
書
で
あ
り
、
産
死
や
殺
生
戒
を
説
く
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ

る
事
」
に
は
明
代
の
天
台
僧
・
宗
本
撰
『
帰
元
直
指
集
』
に
依
拠
し
た
箇
所
が
あ
る
。
「
難
産
冤
蒙
之
説
」
と
「
産
難
冤
責
之
弁
」
で
は
、
産
死

の
理
由
に
流
産
・
堕
胎
・
夭
折
を
加
え
、
流
産
・
堕
胎
を
殺
生
と
み
な
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
の
内
容
を
発
展
さ
せ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
書
の
共
通
点
と
し
て
、
産
死
を
殺
生
の
悪
報
と
と
ら
え
る
点
、
滅
罪
し
な
い
限
り
報
い
を
受
け
続
け
る
と
し
て
い
る
点

が
指
摘
で
き
る
。
一
方
、『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
注
解
』
で
は
罪
報
に
、『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
で
は
大
勢
至
菩
薩
に
よ
る
滅
罪
に
、『
戒

殺
物
語
・
放
生
物
語
』
で
は
殺
生
戒
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
三
書
の
性
格
の
違
い
が
表
れ
て
い
る
。
な
お
、
了
意
の
『
伽
婢
子
』
に

は
産
死
を
素
材
と
す
る
幽
霊
女
房
譚
が
あ
り
、
そ
の
根
底
に
あ
る
産
死
観
は
前
掲
の
三
書
に
確
認
で
き
た
も
の
と
同
様
で
あ
っ
て
、
産
死
と
神
仏

に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
共
通
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　

浅
井
了
意
（
？
―
一
六
九
一
）
は
仮
名
草
子
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
著
作
に
『
仏ぶ

っ
せ
つ
ぜ
ん
あ
く
い
ん
が

説
善
悪
因
果
経き

ょ
う
じ
き
げ

直
解
』

を
は
じ
め
、
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
、
『
勧か

ん
じ
ん
ぎ
だ
ん
し
ょ
う

信
義
談
鈔
』
な
ど
数
多
く
の
通
俗
仏
書( (

(

が
あ
る
。
従
来
、
了
意
の
著
作
態
度
と
し
て
特
定
の
文

献
を
再
利
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
仮
名
草
子
の
作
品
中
に
仏
書
に
通
じ
る
話
柄
の
少
な
く
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た( (

(

。
了
意
の
仏
書

『
仏ぶ

っ
せ
つ
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
ほ
っ
し
ん
い
ん
ね
ん
じ
ゅ
う
お
う
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う
げ

説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
注
解
』
（
天
和
二
年
自
叙
、
天
和
三
年
刊
。
以
下
『
十
王
経
注
解
』
）
巻
之
十
三
の
十
一
「
難
‐
産
冤

‐
蒙
ノ

之
説
」
と
『
観か

ん
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う
く
す
い

無
量
寿
経
鼓
吹
』（
寛
文
十
三
年
成
、
延
宝
二
年
刊
。
以
下
『
観
経
鼓
吹
』
）
巻
二
十
一
の
二
十
二
「
産
難
冤
責
之
弁
」

お
よ
び
仮
名
草
子
『
戒か

い
せ
つ殺

物
語
・
放ほ

う
じ
ょ
う

生
物
語
』( (

(

（
寛
文
四
年
刊
。
以
下
『
戒
殺
放
生
物
語
』
）
巻
一
の
三
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る

事
」
に
は
、
難
産
と
産
死
に
つ
い
て
類
似
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
書
の
共
通
点
は
、
産
死
（
母
か
子
、
あ
る
い
は
母
子
と
も
に

横
産
・
逆
産
等
の
難
産
、
堕
胎
の
よ
う
な
異
常
な
出
産
で
死
ぬ
こ
と
）
を
殺
生
の
罪
報
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
了
意
は
早
く
に
堕
胎

と
い
う
素
材
を
、
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
（
了
意
編
著
、
万
治
頃
刊( (

(

）
巻
五
の
六
「
は
ら
み
子
を
お
ろ
し
て
む
く
ひ
け
る
事
」
で
取
り

上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
堕
胎
を
生
業
と
す
る
老
婆
が
、
自
ら
が
殺
し
た
胎
児
に
恨
ま
れ
、
責
め
殺
さ
れ
る
話
で
あ
り
、
了
意
は
す
で
に
堕

胎
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

『
戒
殺
放
生
物
語
』
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
と
『
観
経
鼓
吹
』
「
産
難
冤
責
之
弁
」
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
天
台
僧
・
宗

本( (

(

撰
『
帰き

げ

ん元
直じ

き
し
し
ゅ
う

指
集
』( (

(

（
隆
慶
四
年
成
、
寛
永
二
十
年
刊
和
刻
本
）
下
巻
七
十
六
「
分-

産
解
ス
ル

レ

冤

ア
ダ
ア
ル
ヲ

二

戒
殺
ニ

一

」
が
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る( (

(

。
し
か
し
『
十
王
経
注
解
』
を
含
め
た
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
『
十
王
経
注
解
』
『
観
経
鼓
吹
』
『
戒
殺
放
生
物
語
』
の
各
章
段
を
精
読
し
、
産
死
に
つ
い
て
記
す
章
段
に
お
け
る
趣
意
や
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執
筆
意
図
が
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
考
察
の
都
合
上
、
刊
行
が
後
の
作
品
か
ら
さ
か
の
ぼ
る

形
で
述
べ
て
い
く
。

一　

『
十
王
経
注
解
』
と
殺
生
の
罪
報

　

ま
ず
、
『
十
王
経
注
解
』
巻
之
十
三
の
十
一
「
難
‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
十
王
経
注
解
』
は
、
日
本
撰
述
の
偽

経
『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
（
以
下
『
十
王
経
』
）( (

(

に
了
意
が
注
解
を
施
し
た
通
俗
仏
書
で
あ
る
。
『
十
王
経
』
は
、
中
国
撰

述
の
偽
経
『
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』( (

(

を
基
に
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た((1

(

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
十
王
経
注
解
』
「
難

‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
は
、
五
道
転
輪
王
（
三
周
忌
に
お
け
る
亡
者
の
最
後
の
審
判
を
下
す
王
）
の
偈
文
「
後
ノ

三
ノ

所
ロ
ハ

レ

歴
ル

是
レ

関
津
ナ

リ

／

好
コ
ノ
ミ
シ
モレ

悪
ヲ

唯
ダ

憑
ム

二

福
業
ノ

因
ヲ

一

／
不
善
ナ
ル
ハ

尚
ヲ
（
左
訓
―
ヒ
サ
シ
ク
）

憂
二

千
日
ノ

内
ヲ

一

／
胎
‐
生
産
‐
死
ノ

夭
亡
ノ

身
ナ
リ

／
邪
見
放
逸
ノ

過
カ

／
愚
癡
無
智
罪
／
猶
ヲ

如
ク
シ
テ

レ

車
ノ

輪
ノ

廻
ル
ガ

／
常
ニ

在
リ

二

三
途
ノ

獄
ニ

一

」((1

(

の
中
の
「
胎
‐
生
産
‐
死
ノ

夭
亡
ノ

身
ナ
リ

」
に
つ
い
て
の
注
解

に
当
た
る
。
こ
の
章
段
で
は
、
難
産
と
殺
生
の
業
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

胎
生
産
死
ト
ハ
亡
‐
後
一
千
日
第
三
年
ヲ
過
テ
生-
処
定
マ
ラ
ザ
ル
者
ノ
ハ

仮タ-

令ト
ヒ

人
‐
中
ニ
生
ス
レ
ド
モ
胎
‐
落
夭
‐
亡
シ
テ
寿

‐
福
無
シ

ト
也
。
復
次
ニ
世
ノ
分
‐
産
ノ
者
ノ
、
或
ハ
生
レ

易
キ

者
ア
リ
。
或
ハ
生
レ

難
キ

者
ア
リ
。
（
中
略
）
其
ノ

難
‐
産
ノ
者
ノ
ハ

多
ク

ハ

宿
世
殺
業
（
命
あ
る
も
の
を
殺
害
す
る
悪
業
―
筆
者
注
）
ノ
冤
蒙
（
怨
み
を
蒙
る
こ
と
―
筆
者
注
）
ナ
リ
。
経
‐
懺
ノ
文
ニ
曰
、

宿ム
カ
シ

無
キ

二

冤
‐
債
（
罪
を
負
う
こ
と
―
筆
者
注
）
一

者
ノ
ハ

頃
‐
刻
ニ

（
寸
時
に
―
筆
者
注
）
生
‐
下
ス

。
（
中
略
）
若-

是
冤
蒙
ナ
レ
バ

三

‐
朝
両
‐
日
不
シ
テ

二

即
チ

与ト
レ

嬢ハ
ヽ

分
‐
解
セ

一

、
使
ム

三

其
ノ

産
‐
母
ノ

腹
‐
中
ヲ
シ
テ

猶
ヲ

如
ク
ナ
ラ

二

刀
ヲ
以-

割
サ
ク
ガ

一

、
一
‐
人
ノ

痛
‐
苦
難
シ

レ

当
リ

合
‐
家
驚
‐
惶
憂
‐
懼
ス
ト

矣
。
是
難
生
一
‐
準
ニ

非
ズ
。
謂
ク

横
‐
産
、
逆
‐
産
、
或
ハ

嬰
児
ヲ
割
‐
砕
シ
テ
挽-

出
ダ
ス
皆
殺
‐
生
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ノ
業
‐
感
（
殺
生
業
に
よ
る
報
い
を
感
受
す
る
こ
と
―
筆
者
注
）
ナ
リ
。
或
ハ

子-

死
シ
テ
母
全
タ
ク
、
或
ハ

母
絶
シ
テ
子
活イ

ク
。

①
再
タ
　
ビ
　

冤
業
（
殺
生
業
―
筆
者
注
）
ノ
重
キ
‐
者
ノ
　
ハ
　

子
‐
母
俱
ニ
　

亡
ジ
テ
同
ク
地
‐
獄
ニ
　

陥
‐
入
ス
。
是
一
‐
切
ノ
孕
‐
婦
ハ
先

ヅ
狗
‐
肉
、
鱔セ

ン

‐
鮮ゼ

ン
（
左
訓
‐
ド
ヂ
ヤ
ウ
、
ウ
ナ
ギ
）

、
雞ケ

イ
（
左
訓
‐
ニ
ハ
ト
リ
）

‐
卵ラ

ン

、
烏ウ

‐
雀

ジ
ヤ
ク

、
螺

ジ
ヤ
ク

‐
蛤コ

ウ
（
左
訓
‐
サ
ヾ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
）

ノ
類
ヲ
喫

ク
ラ
フ

コ
ト
ヲ
得
ザ
レ
。

要カ
ナ
ラズ

預
カ
ジ
メ
斎
‐
戒
精
‐
進
ニ
シ
テ
観
音
普
門
品
ヲ
礼
‐
誦
シ
罪
障
ヲ
懺
‐
悔
シ
冤

ウ
ラ
ミ

ヲ
解ト

キ
福

サ
イ
ハ
ヒヲ

祈
リ
諸
ノ
善
‐
事
ヲ
作ナ

シ
命
チ

ヲ
買カ

フ

テ
生
ヲ
放
ツ
ニ

必
ズ
子
‐
母
双
ベ
テ
全
タ
ク
災
ヲ
銷ケ

シ

テ
寿
ヲ
延ノ

ブ

ト
云
ヘ
リ((1

(

。

　

了
意
は
こ
の
中
で
、
難
産
・
産
死
は
前
世
で
殺
生
を
犯
し
た
報
い
で
あ
る
と
し
、
殺
生
の
重
い
怨
み
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
母
子
と
も

に
地
獄
に
落
ち
る
（
傍
線
部
①
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
妊
婦
は
魚
鳥
獣
肉
の
た
ぐ
い
は
口
に
せ
ず
、
斎
戒
精
進
し
て
「
観
音
普
門

品
」（
『
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
』
の
こ
と
。
以
下
、『
観
音
経
』
と
称
す
る
）
を
読
誦
し
て
懺
悔
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

こ
の
章
段
は
次
の
よ
う
に
続
く
。

胎
生
ト
ハ
謂
ク
或
ハ
胎
中
ニ
託
シ
テ
月
未
ダ
足
ラ
ズ
、
毒
ニ
中
リ
側ソ

ク
ケ
ツ欠

驚
‐
倒
（
左
訓
‐
ツ
マ
ヅ
キ
オ
ド
ロ
キ
タ
ヲ
ル
）

ス
ル
ニ
由
テ
胎
堕オ

チ

テ
死
ス

ル
者
ノ

有
リ

。
是
レ

宿
世
ノ
殺
‐
業
薄
‐
福
（
前
世
の
殺
生
罪
の
た
め
善
根
が
な
く
福
徳
〈
功
徳
〉
が
薄
い
こ
と
―
筆
者
注
）
ノ
因
‐

縁
ニ

由
テ
産
‐
生
セ
ズ
シ
テ
死
‐
亡
ス
。
②
或
ハ
父
‐
母
至
‐
愚
ニ
シ
テ
性
‐
理
ニ
昧ク

ラ

ク
因
‐
果
ヲ
知
ラ
ズ
毒
‐
薬
ヲ
以
テ
胎
ヲ
堕

シ
鍼
‐
石
ヲ
以
テ
流
産
セ
シ
メ
、
亦
ハ
生
‐
下
ス
ル
ニ
至
テ
、
或
ハ
即
‐
時
ニ
圧オ

チ-

殺
シ
、
或
ハ
水
‐
涯
ニ
浸

シ
ヅ
メ-

殺
シ
テ
血
‐
盆
ニ

淹エ
ン

‐
棄キ

ス
。
実
ニ
痛
‐
傷
ス
ベ
シ
。
③
此
ノ
冤ア

ダ

必
ズ
亦
タ
報
ジ
来
ル
、
生
‐
々
遂
ニ
絶
ヘ
カ
ラ
ズ
。
嗚
乎
、
虎
‐
狼
ダ

（
原
文
マ
マ
）

モ
子
ヲ
食ク

ラ

ハ
ズ
、
然
ル
ヲ
親
ト
シ
テ
自
ラ
手
ヲ
下ク

ダ

シ
テ
子
ヲ
殺
ス
。
是
レ

寿
夭
ハ

定
‐
報
ナ
リ
。

　

こ
こ
で
は
、
胎
児
が
生
を
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
母
の
前
世
の
殺
生
業
に
対
す
る
報
い
で
あ

る
と
し
、
ま
た
父
母
の
流
産
・
堕
胎
行
為
は
善
悪
の
因
果
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
報
い
で
あ
る
と
し
て
い
る(

傍
線
部
②)

。
そ
し
て
堕

胎
す
る
父
母
も
、
堕
ろ
さ
れ
た
胎
児
も
、
罪
業
を
滅
し
な
い
限
り
輪
廻
転
生
し
て
も
そ
の
報
い
は
絶
え
る
こ
と
が
な
く(

傍
線
部
③)

、
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長
寿
か
短
命
か
（
「
寿
夭
」
）
は
定
め
ら
れ
た
報
い
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
産
死
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
堕
胎

を
殺
生
と
見
做
す
考
え
方
が
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
傍
線
部
①
②
③
に
つ
い
て
、
『
十
王
経
』
の
偈
文
中
の
「
愚
癡
無
智
罪
／
猶
ヲ

如
ク
シ
テ

レ

車
ノ

輪
ノ

廻
ル
ガ

／
常
ニ

在
リ

二

三
途
ノ

獄
ニ

一

」

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
解
釈
し
て
み
た
い
。
「
愚
癡
無
智
」
に
つ
い
て
は
、
『
十
王
経
注
解
』
巻
之
十
三
の
十
九
「
愚-

癡
無-

智
付

地

獄
受-

苦
之
相
」
に
「
愚
癡
無-

智
ト
ハ
謂
ク
善-

悪
好-

醜
ノ
分-

別
無
ク
禍-

福
災-

祥
ノ
慮-

知
無
シ
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
傍
線
部
②
「
或
ハ
父
‐
母
至-

愚
ニ
シ
テ
…
」
を
読
む
と
、
父
母
が
因
果
に
つ
い
て
無
知
で
、
善
悪
の
因
果
に
よ
っ
て

禍
福
（
災
祥
）
が
分
か
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
た
め
に
堕
胎
と
い
う
殺
生
を
犯
す
、
と
い
う
論
理
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ま
た
「
愚-

癡
無-
智
付

地
獄
受-

苦
之
相
」
に
は
、
愚
癡
無
智
罪
で
地
獄
に
落
ち
、
責
め
苦
の
絶
え
な
い
こ
と
が
描
写
さ
れ
た
後
、

「
如
レ

是
ノ
百
千
歳
此
ノ
苦
痛
ヲ
受
テ
罪
業
尽
テ
獄
中
ヲ
出
デ
ヽ
復
タ

種
々
畜
生
ノ
中
ニ
生
シ
テ
常
ニ
暗
‐
冥
ニ
処
シ
テ
相
ヒ

MS明朝　

ヒ
受
‐
苦

無
‐
量
ナ
リ
。
畜
生
ノ
罪
竟ヲ

ハ
リテ

或
ハ
人
中
ニ
生
ス
レ
バ
貧
窮
下
賤
ニ
シ
テ
佗
ノ
為
ニ
駆
‐
使
セ
ラ
レ
形
‐
貌
醜
‐
陋
ニ
シ
テ
或
ハ
五
‐
根

残
‐
缺
シ
或
ハ
短
命
ニ
シ
テ
身
死
シ
テ
還
テ
泥
犂
ニ
堕
テ
輪
転
無
窮
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
愚
癡
無
智
罪
を
負
っ
た

者
は
そ
の
罪
に
対
す
る
地
獄
で
の
責
め
苦
が
一
度
で
終
わ
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
畜
生
道
に
落
ち
、
ま
た
人
に
生
ま
れ
た
と
し
て
も
短
命

な
ど
の
報
い
を
絶
え
ず
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
傍
線
部
③
「
此
ノ
冤
必
ズ
亦
タ

報
ジ
来
ル
、
生
‐
々
遂
ニ
絶
ヘ
カ
ラ
ズ
。
」
も
こ

れ
と
同
様
に
、
罪
の
報
い
が
絶
え
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
「
愚
癡
無
智
」
ゆ
え
に
殺
生
と
い
う
悪
を
犯
し
て
し
ま

う
と
す
れ
ば
、
傍
線
部
①
「
再
タ
ビ

冤
業
ノ
重
キ-

者
ノ
ハ

…
」
は
殺
生
の
罪
に
対
す
る
報
い
と
し
て
三
途
の
中
の
地
獄
に
落
ち
る
こ
と
を

述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
『
十
王
経
注
解
』
巻
之
十
三
の
十
二
「
堕
‐
胎
応
‐
報
ノ
事
‐
実
」
に
目
を
向
け
た
い
。
こ
の
章
段
で
語
ら
れ
る
話
は
、
「
文
昌

カ
化
書
」
こ
と
、
『
文
昌
帝
君
化
書
』(

中
国
の
善
書((1

(

。
序
文
に
「
称
元
仁
宗
延
祐
三
年
」
と
あ
る)

に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
宋
の
元
秀
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が
「
妾

オ
モ
モ
ノノ

腹
ニ
生
ハ
所
ロ

妾
モ
ノ

多
ク
シ
テ
月

ツ
キ
〴
〵ニ

生
ム
。
男
児
女
子
ヲ
云
ハ
ズ
生
ル
ヽ
ニ
堕
テ
圧ヲ

シ

殺コ
ロ
シテ

是
ヲ
埋
ム
コ
ト
数
‐
多
ナ
リ
」
と
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
た
ち
を
む
や
み
に
殺
し
た
罪
で
生
き
な
が
ら
畜
生
と
な
り
、
死
後
も
あ
の
世
で
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
れ
を
前
掲
の
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
「
は
ら
み
子
を
お
ろ
し
て
む
く
ひ
け
る
事
」
と
比
較
す
る
と
、
妊
娠
あ
る
い
は
出
産
し
た
者
で

は
な
く
、
実
際
に
堕
胎
を
犯
し
た
者
（
老
婆
・
夫
）
が
現
世
で
の
悪
行
に
対
す
る
報
い
を
す
ぐ
に
受
け
る
点
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
殺
生
と
い
う
罪
に
対
す
る
報
い
を
描
写
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
堕
胎
行
為
と
い
う
殺
生
を
戒
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『
十
王
経

注
解
』
で
は
、
「
難
‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
で
堕
胎
を
殺
生
と
見
做
す
考
え
方
を
示
し
、
続
く
「
堕
‐
胎
応
‐
報
ノ

事
‐
実
」
で
悪
報
の
具

体
例
を
示
す
こ
と
で
、
堕
胎
の
罪
報
に
つ
い
て
の
自
説
を
補
強
し
て
い
る
と
言
え
る
。

二　

『
観
経
鼓
吹
』
と
大
勢
至
菩
薩

　

次
に
、
『
観
経
鼓
吹
』
巻
二
十
一
の
二
十
二
「
産
難
冤
責
之
弁
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
観
経
鼓
吹
』
は
、
浄
土
三
部
経
の
一
つ
で
あ

る
劉
宋
の
畺

き
ょ
う
り
ょ
う
や
し
ゃ

良
耶
舎
訳
と
さ
れ
る
『
観
無
量
寿
経
』
（
以
下
『
観
経
』
）
に
つ
い
て
注
釈
を
付
し
た
書
で
あ
る
。
『
観
経
鼓
吹
』
「
産
難
冤
責

之
弁
」
は
、
『
観
経
』
の
「
勢
至
観
」
（
大
勢
至
菩
薩
を
観
ず
る
こ
と
）
の
「
作
是
観
者
、
不
処
胞
胎
、
常
遊
諸
仏
浄
妙
国
土
。
」
（
こ
の
観

を
な
せ
ば
、
胞
胎
に
処
せ
ず
、
常
に
諸
仏
の
浄
妙
の
国
土
に
遊
ぶ
）

((1
(

中
の
「
胞
胎
」
に
つ
い
て
の
注
釈
に
当
た
る
。
胞
胎
と
は
胎
生
の

意
で
あ
り
、
胎
生
と
は
母
胎
に
宿
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
次
に
原
文
を
挙
げ
る
。

況
ヤ

亦
タ

人-

間
胞-

胎
ノ
所-

生
ニ

於
テ

、
或
ハ

前-

世
ノ
業
障
ニ

由ヨ

リ

、
或
ハ

過
去
ノ
冤
‐
讐
（
受
け
た
怨
み
―
筆
者
注
）
ニ

由
テ

三
朝

両-

日
ヲ

歴
テ

嬢ハ
ヽ

ト

分-

産
セ
ズ
。
其
ノ
母-

腹
痛-

苦
シ
テ
堪タ

ヘ

難
ク

合
家
彷

ハ
ウ
ク
ワ
ウ

徨
憂
懼
シ
テ
百-

計
膽
ヲ

落
シ

多-

方
胸
ヲ

焦
ス

。
或
ハ

横

逆
ノ

産-

難
ニ

臨
ミ
テ
容タ

ヤ
ス
ク易

解-

生
セ
ズ
。
（
中
略
）
或
ハ

子
ハ

以
テ

生
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
レ
ド
モ
母
ハ

悶-

絶
シ

、
或
ハ

母
ハ

命
ヲ

得
ト

雖
ド
モ
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児
ハ

即
チ

殂ソ

シ

ヤ

ウ

-

殤
（
死
去
・
夭
折
―
筆
者
注
）
ス
。
亦
ハ

子
母
俱
ニ

亡
ジ
テ
同
ク

泉
下
ニ

趣
ム
ク

。
皆-

是
殺-

業
冤-

責セ
キ

ノ
重
キ

所-

以
ン

、

是
レ
ヲ

如-

何
ン
ガ

為セ
ン

。
復
タ

其
ノ
中
ニ

児-

子
ヲ

把ト
ツ

テ

圧エ
ン-

浸シ
ン

（
左
訓
‐
ヲ
シ
コ
ロ
シ
シ
ヅ
メ
コ
ロ
ス
）
シ

、
忽
チ
ニ

血-

盆
ニ

淹エ
ン-

棄キ

シ
、
亦
ハ

鍼
‐
薬
ヲ

以

テ
残
‐
害
ス
。
闇
中
ヨ
リ
闇
‐
裏
ニ

倒
‐
却
セ
シ
ム
。
実
ニ

恐
ル

ベ
ク
憐
レ
ム

ベ
シ
。
（
中
略
）
烏ア

乎ヽ
寿
夭
ハ

皆
ナ

前
‐
定テ

イ

（
前
世
に
定
ま
っ

た
こ
と
―
筆
者
注
）
也
ト

云
フ
ト

雖
ド
モ

如イ

-

今マ

故コ
ト

サ
ラ
ニ

殺
ス

者
ノ
ハ

仏
法
ノ
中
ニ

業
有
リ
ト

説
キ

律
令
ノ
中
ニ
モ

亦
タ

容イ
レ

ズ((1

(

。

　

了
意
は
こ
の
中
で
「
人
間
胞
胎
」
に
言
及
し
、
難
産
・
産
死
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
『
十
王
経
注
解
』
と
同
様
に
、
難

産
・
産
死
・
堕
胎
さ
れ
る
こ
と
・
夭
折
を
殺
生
の
罪
報
と
し
て
お
り
、
そ
の
罪
の
重
い
場
合
は
母
子
と
も
に
「
泉
下
」
へ
赴
く
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
堕
胎
す
る
こ
と
を
殺
生
と
見
做
し
て
い
る
が
、
妊
婦
の
た
め
の
殺
生
戒
や
『
観
音
経
』
の
読
誦
に
よ
る
懺
悔
に

つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
『
十
王
経
注
解
』
と
は
異
な
り
、
『
観
経
鼓
吹
』
で
は
大
勢
至
菩
薩
の
力
を
際
立
た

せ
る
た
め
に
、
『
観
音
経
』
読
誦
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
章
段
の
執
筆
意
図
に
つ
い
て
確
認
す
る
に
あ
た
り
、
本
章
段
に
先
立
っ
て
「
胞
胎
」
に
言
及
し
て
い
る
『
観
経
鼓
吹
』
巻
二
十
一
の

二
十
「
胞
胎
通
局
別
釈
」
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
胞
胎
通
局
別
釈
」
は
前
掲
『
観
経
』
の
経
文
中
、
「
胞
胎
」
に
つ
い
て
の
通

釈
に
当
た
り
、
大
勢
至
菩
薩
の
力
と
「
不
処
胞
胎
」
に
つ
い
て
の
諸
注
釈
に
言
及
し
て
い
る
。
次
に
原
文
を
挙
げ
る
。

作
二

是
観
一

者
不
レ

処
二

胞
‐
胎
ニ

一

常
ニ

遊
ブ

二

諸
仏
浄
‐
妙
ノ

国-

土
ニ

一

ト
ハ
所
ル

レ

謂
ハ

若
浄
土
ニ

往
‐
生
ス
ル
者
ノ
ハ

不
‐
浄
胞
‐
褁
ノ

胎
‐
生
ヲ

受
ケ
ズ

。
夫
レ

未
ダ

胎
‐
孕
ノ

生
ヲ

離
レ
ザ
ル
者
ノ
ハ

生
‐
死
相
‐
続
シ
テ

断
‐
絶
ナ
シ
。
今
是
④
大
勢
至
ノ
智
‐
慧
光
明
ノ
照
‐

触
ヲ
被
ブ
リ
観
‐
想
成
ス
ル
者
ノ
　
ハ
　

無
量
生
死
ノ
重
罪
ヲ
滅
ス
ル
ガ
故
ニ
三
界
四
‐
生
ノ
因
亡
ジ
果
滅
シ
　
テ
　

娑
婆
五
‐
道
輪

ノ
安
業

一
‐
時
ニ

頓
ニ

捨
テ
ヽ
彼
土
ノ
宝
蓮
台
‐
上
ニ
託
‐
生
ス
。
永
ク
胞
‐
胎
繋
縛
ノ
穢
身
ヲ
絶
ス
ル
所
以
ン
ヲ

明
ス
。
⑤
疏
曰
、
不
処
胞

‐
胎
等ト

ハ者
脱
シ
　
テ
　
二
　

娑
婆
ノ
　

苦
ヲ
　
一
　

生
二
　

仏
ノ
　

浄
土
ヲ
　
一

。
（
中
略
）
⑥
今
家
ハ
惣
ジ
テ
三
界
ニ
約
シ
テ
胞
‐
胎
ヲ
釈
セ
ラ
ル
。
⑦
礼
‐
讃
曰
、

流
二
　

‐
浪
シ
　
テ
　

三
界
ノ
　

内
ニ
　
一
　

癡
愛
ヲ
　
以
　

入
ル
　
ト
　
二
　

胎
‐
獄
ニ
　
一
　

矣
。
又
⑧
疏
文
ニ
ハ
永
絶
胞
胎
常
遊
法
界
ト
釈
‐
成
シ
玉
フ
。
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ま
ず
傍
線
部
④
「
大
勢
至
ノ
智-

慧
光
明
…
」
で
は
、
大
勢
至
菩
薩
の
智
慧
の
威
徳
に
よ
る
滅
罪((1

(

（
無
量
生
死
の
罪
の
消
滅
）
に
よ
っ

て
、「
三
界
四
生
」((1

(

の
因
果
も
滅
せ
ら
れ
る
と
す
る
。
次
に
傍
線
部
⑤
「
疏
曰
、
…
」
で
は
宋
代
の
元

が
ん
じ
ょ
う

照
述
『
観か

ん
む
り
ょ
う

無
量
寿じ

ゅ
ぶ
つ仏

経き
ょ
う
ぎ
し
ょ

義
疏
』((1

(

（
『
観

経
』
の
注
釈
書
。
以
下
『
観
経
新し

ん
し
ょ疏

』
）
を
引
用
し
、
「
不
処
胞
胎
」
と
は
娑
婆
の
苦
か
ら
脱
し
浄
土
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
傍

線
部
⑥
「
今
家
ハ
…
」
で
は
善ぜ

ん
ど
う導

が((1

(

三
界
と
い
う
範
疇
に
お
い
て
胞
胎
を
解
釈
し
て
い
る
と
述
べ
、
傍
線
部
⑦
「
礼-

讃
曰
、
…
」
で

は
善
導
集
記
『
往
生
礼
讃
偈
』((2

(

か
ら
、
衆
生
は
三
界
に
さ
ま
よ
い
、
愚
癡
と
貪
欲
ゆ
え
胎
獄
に
入
る
と
い
う
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
ま

た
傍
線
部
⑧
「
疏
文
ニ
ハ
…
」
で
は
善
導
集
記
『
観か

ん
む
り
ょ
う

無
量
寿じ

ゅ
ぶ
つ仏

経
き
ょ
う
し
ょ疏

』((2

(

（
以
下
『
観
経
疏
』
）
に
お
け
る
、
永
く
胞
胎
を
脱
し
て
常
に
法

界((2

(

に
遊
ぶ
と
い
う
解
釈
を
引
用
し
て
い
る
。

　

以
上
、
了
意
は
特
に
善
導
の
注
釈
を
多
く
踏
ま
え
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
胞
胎
通
局
別
釈
」
で
は
胎
生
の
苦
か
ら

の
解
放
を
意
味
す
る
「
不
処
胞
胎
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
胎
生
の
苦
と
は
母
胎
に
宿
る
苦
し
み
を
意
味
し
、
仏
教
的
に
は
転
生
輪

廻
す
る
苦
し
み
を
表
す
の
で
、
「
不
処
胞
胎
」
と
は
転
生
輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
脱
す
る
こ
と
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
了
意

は
「
産
難
冤
責
之
弁
」
に
お
い
て
特
に
人
間
胞
胎
を
説
い
て
い
る
が
、
人
間
の
受
け
る
胞
胎
（
胎
生
）
の
苦
と
は
産
苦
に
当
た
る
の
で
、

こ
こ
か
ら
難
産
や
産
死
の
話
に
移
っ
た
と
言
え
る
。

　

ち
な
み
に
、「
産
難
冤
責
之
弁
」
に
続
く
二
つ
の
章
段
で
は
、
難
産
と
産
死
に
ま
つ
わ
る
中
国
の
二
つ
の
故
事
説
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
目
は
、
巻
二
十
一
の
二
十
三
「
釈
圓
澤
改
テ

レ

生
遇
フ
テ

二

李
源
ニ

一

而
歌
フ

事
実
」
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
洛
陽
の
恵
林
寺
に
寓
居
す
る

沙
門
圓
澤
と
隠
士
李
源
の
深
い
縁
に
つ
い
て
の
話
で
あ
り
、
難
産
で
三
年
間
生
ま
れ
て
来
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
胎
児
が
、
実
は
圓
澤

の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
っ
た
と
い
う
内
容
で
、
母
親
が
三
年
間
出
産
で
き
ず
に
い
た
の
は
前
世
の
業
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
、
巻
二
十
一
の
二
十
四
「
唐
ノ

高
宗
帝
建
ツ

二

慈
恩
寺
ヲ

一

」
で
あ
る
。
「
唐
ノ
高
宗
皇
帝
ノ
母
長
孫
夫
人
始
メ
高
宗
帝
ヲ
懐

ハ
ラ
ン

デ
月
満
テ

産
ノ
気
ツ
キ
玉
フ
。
数-

日
ヲ
重
テ
誕
生
無
シ
。
（
中
略
）
夫
人
ハ
薨
シ
テ
太
子
ハ
全
タ
シ
。
」
と
あ
り
、
唐
の
高
宗
皇
帝
の
母
が
難
産
の
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す
え
産
死
し
、
赤
子
（
の
ち
の
高
宗
皇
帝
）
は
生
き
残
っ
た
と
い
う
話
で
、
高
宗
皇
帝
は
、
自
分
の
命
と
引
き
換
え
に
こ
の
世
を
去
っ
た

母
の
恩
を
尊
び
、
大
慈
恩
寺
を
建
て
て
冥
福
を
祈
っ
た
と
あ
る
。
了
意
は
難
産
・
産
死
の
例
と
し
て
こ
の
二
話
を
紹
介
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
唐
ノ

高
宗
帝
建
ツ

二

慈
恩
寺
ヲ

一

」
の
結
び
に
置
か
れ
て
い
る
次
の
文
章
で
あ
る
。

如
レ

是
ノ

胞-

胎
産-

育
ノ
中
ニ
ハ
種-

々
ノ
不-

祥
違
戻
ノ
事
有
リ
。

憂-

愁
恐ク

怖フ

ノ
ミ
有
テ
喜-

悦
ノ
眉
拓ヒ

ラ

ク
コ
ト
少マ

レ

ナ
リ
。

⑨
今
是
勢
至
菩
薩
ノ
大
智
光
‐
明
ノ
威
‐
徳
ニ
依
ガ
故
ニ
永
ク
三
界
ノ
獄
‐
胎
ヲ
出
‐
離
シ
速
カ
ニ
閻
‐
浮
受
‐
生
ノ
胞
‐
衣
ヲ
絶

‐
去
シ
辺
地
蓮
‐
胎
ノ
障
リ
ヲ
消
シ
直
チ
ニ
華
‐
台
‐
上
ニ
自
‐
然
化
‐
生
シ
即
‐
悟
無
生
ノ
広
益
ヲ
蒙
リ
遊
‐
歴
十
方
ノ
快
楽
ヲ

受
ベ
シ
。
此
故
ニ
不
処
胞
‐
胎
ハ
往
生
ノ
果
‐
徳
常
遊
十
方
ハ
主
後
ノ
徳
‐
利
也
。

　

冒
頭
の
「
如
レ

是
ノ

胞
‐
胎
産
‐
育
ノ
中
ニ
ハ
…
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
直
前
に
示
し
た
難
産
・
産
死
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
故
事
を

不
運
、
不
祥
の
こ
と
と
し
、
傍
線
部
⑨
で
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
不
祥
事
は
種
々
あ
る
が
、
す
べ
て
大
勢
至
菩
薩
の
力
に
よ
っ
て
永
く
「
三

界
ノ
獄-

胎
」
を
離
れ
、
直
ち
に
我
々
の
住
む
世
界
に
生
ま
れ
る
胞
衣
を
絶
え
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
傍
線
部
⑨
の
「
三
界
ノ
獄-

胎
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
い
。
前
掲
「
胞
胎
通
局
別
釈
」
の
傍
線
部
⑦
に
も
「
流
二

-

浪
シ
テ

三
界
ノ

内
ニ

一

癡
愛
ヲ
以

入
ル
ト

二

胎-

獄
ニ

一

」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
前
述
の
通
り
こ
の
箇
所
は
善
導
の
『
往
生
礼
讃
偈
』
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
善
導
の
著
述
以
外
に
「
三
界
ノ
獄
胎
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
文
献
が
あ
る
か
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
『
観
経
疏
』
の
注
釈

書
で
あ
る
良

り
ょ
う
ち
ゅ
う

忠
撰
『
観か

ん
む
り
ょ
う

無
量
寿

じ
ゅ
き
ょ
う経

四し
じ
ょ
う
し
ょ

帖
疏
伝で

ん
づ
う
き

通
記
』((2

(

（
以
下
『
伝
通
記
』
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
い
だ
せ
た((2

(

。

観
経
定
善
義
伝
通
記
巻
第
三

本
曰
十
一
就
下
至
勢
至
観
竟

経
ニ

不
処
胞
胎
ト

者
若
生
ス
レ
バ

二

浄
土
ニ

一

不
レ

受
二

胎
生
ヲ

一
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（
中
略
）

⑩
或
ハ
　

胞
胎
ト
　

者
三
界
ノ
　

牢
獄
ヲ
　

以
為
二
　

胞
胎
ト
　
一 

故
ニ

⑪
礼
賛
ニ
　

云
流
二
　

浪
シ
　
テ
　

三
界
ノ
　

内
ニ
　
一
　

癡
愛
入
ト
　
二
　

胎
獄
ニ
　

一

或
ハ

胞
胎
ト

者
指
ス

二

疑
惑
胎
生
ヲ

一

故
ニ

璟
興
ノ

云
非
三

唯
離
ノ
ミ
ニ

二

親
胎
ヲ

一

亦
乃
遠
カ
ル

二

華
台
ノ

之
胎
ニ

一

故
ニ

云
二

不
処
胞
胎
ト

一

上已
（
25
）

　

こ
の
記
述
は
「
不
処
胞
胎
、
常
遊
諸
仏
浄
妙
国
土
。
」
に
つ
い
て
の
注
釈
に
当
た
り
、
『
観
経
』
に
い
う
「
不
処
胞
胎
」
に
つ
い
て
、
浄

土
往
生
す
れ
ば
胎
生
を
受
け
な
い
意
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
傍
線
部
⑩
で
は
胞
胎
に
つ
い
て
の
解
釈
に
お
い
て
「
三
界
ノ

牢
獄
」
と

い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
傍
線
部
⑪
で
は
、「
胞
胎
通
局
別
釈
」
の
傍
線
部
⑦
と
同
様
、『
往
生
礼
讃
偈
』
の
文
を
引
く
形
で
「
三
界
」「
胎

獄
」
と
い
う
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
唐
ノ

高
宗
帝
建
ツ

二

慈
恩
寺
ヲ

一

」
の
結
文
・
傍
線
部
⑨
の
「
三
界
ノ
獄-

胎
」
と
も
近

似
し
て
い
る
。
元
来
、
「
胎
獄
」
と
は
母
胎
に
宿
る
苦
し
み
（
胎
生
の
苦
）
を
牢
獄
に
喩
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
仏
教
的
に
転
生
輪
廻
の

苦
し
み
に
置
き
換
え
る
と
、
「
三
界
の
胎
獄
」
と
は
三
界
に
さ
ま
よ
い
転
生
輪
廻
す
る
苦
し
み
を
牢
獄
に
喩
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
（
「
三
界
の
獄
胎
」
「
三
界
の
牢
獄
」
も
同
意
の
も
の
と
見
做
せ
る
）
。
了
意
は
胎
生
の
苦
を
説
く
に
当
た
り
、
『
観
経
』
の
注
釈

書
の
『
観
経
新
疏
』
や
『
観
経
疏
』
そ
し
て
『
往
生
礼
讃
偈
』
だ
け
で
な
く
、
『
観
経
疏
』
の
注
釈
書
の
『
伝
通
記
』
を
も
参
照
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
了
意
は
『
観
経
鼓
吹
』
の
中
で
『
観
経
』
「
勢
至
観
」
の
「
不
処
胞
胎
、
常
遊
諸
仏
浄
妙
国
土
。
」
に
つ
い
て
注

釈
を
付
す
に
あ
た
り
、
胎
生
の
苦
を
述
べ
る
中
で
、
産
苦
つ
ま
り
難
産
や
産
死
の
話
に
言
及
し
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、『
往
生
礼
讃
偈
』

や
お
そ
ら
く
は
『
伝
通
記
』
の
記
述
も
踏
ま
え
て
胎
生
の
苦
し
み
と
は
三
界
の
中
で
生
死
流
転
を
繰
り
返
す
苦
し
み
で
あ
り
、
そ
れ
を
牢
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獄
に
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
喩
え
て
い
る
。
さ
ら
に
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
人
間
胞
胎
に
つ
い
て
の
注
釈
の
中
で
、
難
産
・
産
死
は
前
世

の
殺
生
業
に
よ
っ
て
受
け
る
苦
し
み
で
あ
り
、
三
界
の
中
で
転
生
輪
廻
の
苦
し
み
を
受
け
る
ご
と
く
、
そ
の
業
報
は
転
生
輪
廻
し
て
も
終

わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
大
勢
至
菩
薩
の
力
に
よ
っ
て
罪
障
が
消
滅
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
脱
し
浄
土
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
十
王
経
注
解
』
で
述
べ
て
い
た
産
死
（
短
命
・
夭
折
）
と
い
う
罪
報
に
対
す
る
『
観
音
経
』
の
読
誦
と

懺
悔
に
よ
る
滅
罪
、
そ
し
て
滅
罪
に
よ
る
長
寿
の
記
述
と
は
趣
旨
が
異
な
っ
て
い
る
。
罪
報
に
重
点
を
置
い
て
い
た
『
十
王
経
注
解
』
の

内
容
と
比
べ
る
と
、
『
観
経
鼓
吹
』
は
大
勢
至
菩
薩
に
よ
る
滅
罪
に
重
点
が
置
か
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

三　

『
戒
殺
放
生
物
語
』
と
『
帰
元
直
指
集
』

　

最
後
に
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
お
け
る
産
死
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
章
段
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
戒
殺
放
生
物
語
』
は
、
そ
の
序
文
に

「
粤こ

ゝ

に
、
近
頃
雲う

ん
せ
い棲

寺じ

蓮れ
ん
ち
し
ゆ
く
わ
う

池
袾
宏
大
師
の
戒

か
い
せ
つ
は
う
じ
や
う

殺
放
生
の
文も

ん

と
て
世
に
梓
行
す
。
唐
僧
隠い

ん
げ
ん元

琦き

禅
師
、
こ
れ
に
戒
殺
放
生
の
二
偈
幷
に
跋
あ

り
。
」((2

(

と
あ
る
よ
う
に
、
明
代
の
禅
僧
・
袾
宏
（
一
五
三
五
―
一
六
一
五
）
撰
『
戒
殺
放
生
文
』
（
寛
文
元
年
跋
和
刻
本
）
を
和
訳
し
た
書

で
あ
る
が
、
本
文
に
は
宗
本
撰
『
帰
元
直
指
集
』
に
基
づ
く
箇
所
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る((2

(

。
以
下
で
検
討
す
る
、
産
死
に
つ
い

て
記
し
た
章
段
も
『
帰
元
直
指
集
』
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
原
典
『
戒
殺
放
生
文
』
に
は
記
述
の
無
い
箇
所
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。
『
戒
殺
放
生
物
語
』
巻
一
の
一
「
戒
殺
の
事
」
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

次
の
生
に
は
ふ
か
き
報
を
う
く
と
い
ふ
は
、
た
と
へ
ば
豆
を
う
ゆ
れ
ば
豆
を
生
じ
、
麦
を
蒔
ば
麦
の
生
る
が
ご
と
し
。
⑫
殺
生
の
た

ね
を
う
ゆ
れ
ば
、
死
し
て
等
活
地
獄
に
お
つ
。
（
中
略
）
⑬
実
に
流
転
し
て
六
趣
四
生
を
出
は
な
れ
ず
、
（
中
略
）
人
と
生
る
ゝ
事
あ

れ
ど
も
、
猶
⑭
い
に
し
へ
の
罪
に
よ
り
て
命
は
な
は
だ
短
け
れ
ば
、
そ
の
時
も
後
世
を
し
ら
ず
、
死
し
て
は
又
悪
道
に
帰
る
。
是
永
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き
報
に
あ
ら
ず
や
。

　

こ
こ
で
は
、
殺
生
の
罪
報
と
し
て
の
堕
地
獄
（
傍
線
部
⑫
）
と
短
命
（
傍
線
部
⑭
）
、
そ
し
て
生
死
流
転
を
繰
り
返
す
こ
と
（
傍
線
部
⑬
）

が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
⑬
「
実
に
流
転
し
て
六
趣
四
生
を
出
は
な
れ
ず
…
」
に
つ
い
て
は
、
『
帰
元
直
指
集
』
下
巻
四
十
七
「
破

二

不
‐
信
因
‐
果
ヲ

一

」
に
、
「
因
果
録
ニ

云
ク

。
要
セ
バ

レ

知
ン
ト

二

前
‐
世
ノ

因
ヲ

一

。
今
‐
生
ニ

受
ル-

者
ノ

是
コ
レ
ナ
リ。

要
セ
バ

レ

知
ン
ト

二

後
‐
世
ノ

果
ヲ

一

。

今
‐
生
作ナ

ス

者
ノ

是
コ
レ
ナ
リ
ト

。
又
云
ク

。
仮

タ
ト
イ

使
百-

千-

劫
ニ
モ

所
ノ

レ

作ナ
ス

業
不
ズ

レ

亡

オ
ワ
（
原
文
マ
マ
）

。((2

(

」
と
あ
り
、
前
世
の
行
い
に
よ
っ
て
現
世
に
そ
の
報

い
を
受
け
、
永
く
終
わ
ら
な
い
と
い
う
同
意
の
内
容
が
見
え
る
。
傍
線
部
⑭
「
い
に
し
へ
の
罪
に
よ
り
て
命
は
な
は
だ
短
け
れ
ば
」
は
、

前
世
の
罪
に
対
す
る
報
い
と
し
て
の
短
命
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
が
、
前
掲
『
十
王
経
注
解
』
「
難
‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
に
も
胎
児

の
死
産
に
関
し
て
「
是
レ

寿
夭
ハ

定
‐
報
」
と
あ
り
、
『
観
経
鼓
吹
』
「
産
難
冤
責
之
弁
」
に
も
「
寿
夭
ハ

皆
ナ

前
‐
定
」
と
あ
っ
た
。
「
定
‐
報
」

「
前
‐
定
」
は
「
前
世
に
定
ま
っ
た
こ
と
（
前
世
の
罪
に
対
す
る
報
い
）
」
と
い
う
意
味
を
内
包
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
仏
書
で
は
胎
児
の

死
産
（
短
命
・
夭
折
）
を
前
世
の
罪
の
報
い
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
解
せ
る
。
こ
れ
と
同
じ
認
識
が
す
で
に
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

傍
線
部
⑫
「
殺
生
の
た
ね
を
う
ゆ
れ
ば
、
死
し
て
等
活
地
獄
に
お
つ
。
」
に
つ
い
て
は
、
次
に
示
す
『
戒
殺
放
生
物
語
』
巻
一
の
三
「
子

を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
の
章
段
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

さ
れ
ば
、
⑮
難
産
し
て
母
苦
み
、
或
は
そ
の
子
死
し
、
又
は
母
も
死
す
る
も
の
あ
り
。
是
み
な
過
去
の
殺
生
業
の
中
よ
り
来
り
、
む

く
ひ
の
罪
の
い
ま
だ
果
ざ
る
所
な
り
。
外
典
の
う
へ
に
は
、
子
を
孕
ぬ
る
よ
り
は
口
妄
に
食
せ
ず
、
耳
み
だ
り
に
き
か
ず
、
目
み
だ

り
に
見
ず
。
詩
を
と
な
へ
、
楽
を
き
ゝ
、
心
を
静
に
し
て
天
道
を
念
ず
る
。
そ
の
子
生
れ
て
、
利
根
聡
明
に
、
病
な
く
命
長
し
と
也
。

胎た
い
け
う教

の
定
め
か
く
の
ご
と
し
。
仏
経
の
中
に
は
、
猶
そ
の
を
し
へ
あ
り
。
⑯
母
も
子
も
こ
と
故
な
く
安
く
平
産
す
べ
き
に
は
、
ま
づ

一
切
の
女
人
も
し
子
を
孕
な
ば
、
五
辛
を
喰
は
ず
、
鳥
兎
等
を
食
せ
ず
、
心
を
静
に
し
て
、
斉
を
い
と
な
み
、
陀
羅
尼
経
又
は
観
音
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経
等
を
日
ご
と
に
よ
み
奉
り
、
仏
菩
薩
の
名
号
を
と
な
へ
奉
れ
ば
、
過
去
の
業
悪
既
に
滅
し
て
心
や
す
く
平
産
し
、
命
を
た
も
つ
べ

し
と
也
。
然
る
を
、
そ
の
子
生
れ
た
り
と
て
魚
鳥
を
こ
ろ
し
、
よ
ろ
こ
び
と
せ
ば
油
を
か
け
て
、
も
ゆ
る
火
を
す
く
ふ
が
ご
と
し
。

そ
の
火
い
よ
〳
〵
も
ゆ
る
事
疑
な
し
。
悪
の
上
に
悪
を
重
ぬ
る
殺
業
の
因
縁
い
か
で
か
報
な
か
ら
ん
や
。
わ
が
子
の
い
と
を
し
き
を

も
つ
て
、
鳥
け
だ
も
の
に
も
を
よ
ぼ
し
、
只
つ
ゝ
し
み
て
こ
ろ
す
事
な
か
れ
。

　

傍
線
部
⑮
「
難
産
し
て
母
苦
み
、
或
は
そ
の
子
死
し
、
…
む
く
ひ
の
罪
の
い
ま
だ
果
ざ
る
所
な
り
」
で
は
、
難
産
で
子
が
死
ぬ
か
、
母

子
と
も
に
死
ぬ
場
合
が
あ
り
、
そ
の
理
由
は
殺
生
の
罪
報
に
よ
る
と
説
い
て
い
る
（
『
十
王
経
注
解
』
「
難
‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
に
も
「
再

タ
ビ

冤
業
ノ
重
キ-

者
ノ
ハ

子
‐
母
俱
ニ

亡
ジ
テ
同
ク
地
‐
獄
ニ

陥
‐
入
ス
。
」
と
あ
っ
た
）
。
そ
し
て
⑯
「
母
も
子
も
こ
と
故
な
く
安
く
平
産

す
べ
き
に
は
、
…
命
を
た
も
つ
べ
し
と
也
」
で
は
、
安
産
の
た
め
の
殺
生
戒
と
『
陀
羅
尼
経
』
『
観
音
経
』
等
の
読
誦
に
よ
る
懺
悔
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
る
（
『
観
音
経
』
の
読
誦
に
つ
い
て
は
、
『
十
王
経
注
解
』
に
も
記
さ
れ
て
い
た
）
。

　

こ
の
章
段
に
お
け
る
『
帰
元
直
指
集
』
下
巻
七
十
六
「
分
‐
産
解
ス
ル

レ

冤
ア
ダ
ア
ル
ヲ

二

戒
殺
ニ

一

」
の
利
用
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る((2

(

。
『
帰
元
直
指
集
』
の
原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
前
略
）
経
懺
ニ

云
ク

。
宿

ム
カ
シ

無
キ

二

冤
債
一

者
ノ
ハ

。
頃シ

バ

ラ

ク

-

刻
生
レ-

下
ヲ
チ
テ

。
令
シ
テ

二
下

（
左
訓
―
シ
ム
）

其
ノ

産
‐
母
ヲ

一

不
ズ

レ

覚
ヘ

不
ラ

上
レ

知
ラ

。
若
シ-

是
レ

冤
蒙
ナ
レ
バ

。
三
‐
朝
両
‐
日
。
不
ズ
シ
テ

二

即
チ

与ト

レ

嬢ハ
ヽ

分
‐
解
セ

一

。
使
シ
テ

二
下

（
左
訓
―
ム
）

其
ノ

産
‐
母
ノ

腹
‐
中
ヲ

一

。
猶
ヲ

如
ク
ナ
ラ

中

刀
ヲ

以

割サ
ク
ガ

 

上

。
一
‐
人
ノ

痛
‐
苦
難
シ

レ

当
タ
リ

。
合
‐
家
驚
‐
惶
憂
懼
ス

。
（
中
略
）
或
ハ

横
ヨ
コ
サ
カ
サ
マ
ニ

倒

生
レ

。
或
ハ

把
テ

二

嬰
‐
児
ヲ

割
‐
砕
シ
テ

而
生
レ

。

如
ク

レ

此
ノ

多
‐
種
ノ

難
‐
生
。
実
ト
ニ

従
テ

二

殺
‐
業
ニ

一

鋭
ナ
リ

レ

感
ズ
ル

冤ア
ダ

尤
モ-

重
キ

者
ノ
ハ

。
或
ハ

子コ

以
テ

得
テ

レ

生
コ
ト
ヲ

。
母
因
テ

レ

産
ニ

絶タ
へ

。

或
ハ

母
雖
ド
モ

レ

得
ル
ト

レ

命
ヲ

。
子コ

便
チ
傾ケ

イ

殂ソ

ス

。
⑰
再
タ
　
ビ
　

有
ル
　
二
　

冤
業
ノ
　

重
キ
　
一
　

者
ノ
　
ハ
　

。
母
子
俱

ト
モ
ニ
シ
ヽ
テ

亡
。
同
ク
　

入
ル
　
二
　

地
‐
獄
ニ
　
一

。
（
中
略
）

一
‐
切
懐
‐
妊
ノ

婦
‐
人
。
不
レ

レ

得ヱ

レ

喫
ク
ラ
フ
ノ
ヲ

二

狗
‐
肉
鱔
‐
魚
。
烏
雀
螺
‐
螄
ノ-

類
ヲ

一

。
惟タ

ヾ

要
ニ

預
ア
ラ
カ
ジ
メ

先
ヅ

斎
戒
精
‐
厳
ニ
シ
テ

。
頂

二

礼
シ

陀
羅
尼
経
三
‐
五
‐
部
。
或
ハ

観
音
経
五
‐
七
‐
巻
ヲ

一

懺
シ

レ

罪
ヲ

解
シ

レ

冤
ヲ

。
祈

イ
ノ
リ

レ

福
サ
イ
ハ
イ
ヲ

保
ン
ジ

レ

命
ヲ

。
再
タ
ビ

能
ク

作ナ
シ

二

諸
ノ

善
‐
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事
ヲ

一

。
買カ

ヒ
レ

命
ヲ

放
ハ
ナ
タ
バ

レ

生
ヲ

。
必
ズ

得
ン

二

母
子
双-

ナ
ガ
ラ

全
シ
テ

消
シ

レ

災
ワ
ザ
ハ
イ
ヲ

延
ル
コ
ト
ヲ

レ

寿
ヲ

。
（
中
略
）
又
問
世
ノ

之

把
ト
ツ
テ

二

児
女
ヲ

一

浸シ
ヅ
メ

　
　
　
　

死コ
セ
ス
（
原
文
マ
マ
）

者モ
ノ

如イ

カ

ン何
。
答
。
愚-

人
理-

性
不
ズ
シ
テ

レ

明
ナ
ラ

。

造
ツ
ク
リ
ヌ

二

此
ノ

殺
業
ヲ

一

。
且
ク

人
ノ

之
生
レ

来
ル

者モ
ノ

。
⑱
富
貧
寿
夭
皆
ナ
　

前サ
キ
ヨ
リ
サ
ダ
マ
レ
リ

定

也
。
何
ゾ

苦
ン
デ

将
テ

二

児
女
ヲ

一

淹
棄
セ
ン

二

血
‐
盆
ニ

一

。
実
ト
ニ

為ス

レ

可
シ
ト

レ

痛
ム

嗚ア

‐
呼ヽ
。
寧
ロ

可
キ

下

不
シ
テ

二

長

成

（
原
文
マ
マ
）

セ
一

而
自ヲ

死
ス

上

者
ノ
ハ

。
無
ク
ト
モ

レ

有
ル
コ
ト

二

冤
愆
一

。
若
シ

故
コ
ト
サ
ラ

意
コ
ヽ
ロ

而
ア
ツ
テ

浸
シ
ヅ
メ

死
コ
ロ
ス

者
ノ
ハ

。
必
‐
然
ト
シ
テ

受
ク

レ

報
ヲ

。
（
中
略
）
作
二

為セ
ン

謀
‐
殺
ノ

之
論
ヲ

。

莫
レ

レ

説
ク
コ
ト

二

仏
‐
法
ノ

中
ナ
カ
ニ

有
リ
ト

一
レ

罪
。
律
‐
法
ノ

中
ニ
モ

亦
タ

不
ズ

レ

容イ
レ

矣
。

　

右
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
『
帰
元
直
指
集
』
に
お
い
て
も
産
死
・
流
産
・
堕
胎
さ
れ
る
こ
と
・
夭
折
を
殺
生
の
報
い
、
そ
し
て
堕
胎
す

る
こ
と
を
殺
生
と
見
做
し
て
い
る
。
了
意
の
『
十
王
経
注
解
』
「
難
‐
産
冤
‐
蒙
ノ

之
説
」
お
よ
び
『
観
経
鼓
吹
』
「
産
難
冤
責
之
弁
」
に

お
け
る
難
産
・
産
死
・
流
産
・
堕
胎
（
す
る
・
さ
れ
る
）
・
夭
折
に
つ
い
て
の
記
述
（
流
産
に
つ
い
て
は
『
十
王
経
注
解
』
の
み
）
は
、

こ
の
『
帰
元
直
指
集
』
を
基
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
『
十
王
経
注
解
』
の
前
掲
傍
線
部
①
「
再
タ
ビ

冤
業
ノ
重
キ-

者

ノ
ハ

子
‐
母
俱
ニ

亡
ジ
テ
同
ク
地
‐
獄
ニ

陥
‐
入
ス
。
」
は
傍
線
部
⑰
「
再
タ
ビ

有
ル

二

冤
業
ノ

重
キ

一

者
ノ
ハ

…
」
の
記
述
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る

と
言
っ
て
問
題
な
か
ろ
う
（
『
観
経
鼓
吹
』
に
は
罪
業
の
重
い
場
合
は
「
泉
下
」
へ
赴
く
と
記
さ
れ
て
お
り
、
地
獄
で
は
な
い
）
。
前
掲
『
戒

殺
放
生
物
語
』
「
戒
殺
の
事
」
で
は
、
傍
線
部
⑫
「
殺
生
の
た
ね
を
う
ゆ
れ
ば
、
死
し
て
等
活
地
獄
に
お
つ
。
」
と
、
地
獄
の
名
前
が
特
記

さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
殺
生
の
罪
報
の
一
と
し
て
堕
地
獄
を
挙
げ
て
い
る
点
で
は
『
帰
元
直
指
集
』
『
十
王
経
注
解
』
と
同
様
で
あ
る

と
言
え
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
『
帰
元
直
指
集
』
に
お
い
て
は
堕
胎
（
胎
児
の
死
産
）
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
「
富
貧
寿
夭
皆
ナ

前
定
也
。
」
（
傍
線
部
⑱
）
と
、
貧
富
と
長
寿
・
夭
折
は
前
世
に
定
ま
っ
た
こ
と
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
掲
『
十
王
経
注
解
』
『
観

経
鼓
吹
』
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
お
け
る
寿
命
を
前
世
の
罪
報
に
よ
る
と
す
る
記
述
は
、
『
帰
元
直
指
集
』
の
こ
の
箇
所
に
拠
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

産
死
を
殺
生
の
罪
報
と
す
る
点
は
、
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
で
も
認
め
ら
れ
る
部
分
で
は
あ
っ
た
が
、
内
容
の
ご
く
一
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部
に
す
ぎ
ず
、
流
産
・
堕
胎
（
す
る
・
さ
れ
る
）
を
産
死
の
理
由
と
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
章
段
で
は
、
前
掲
「
外
典
の

う
へ
に
は
、
…
胎
教
の
定
め
か
く
の
ご
と
し
。
…
過
去
の
業
悪
既
に
滅
し
て
心
や
す
く
平
産
し
、
命
を
た
も
つ
べ
し
と
也
。
」
の
よ
う
に
、

安
産
の
た
め
の
殺
生
戒
と
読
誦
に
よ
る
懺
悔
に
関
す
る
内
容
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
な
お
『
帰
元
直
指
集
』
「
分-

産
解
ス
ル

レ

冤

ア
ダ
ア
ル
ヲ

二

戒
殺
ニ

一

」
に
も
、
安
産
の
た
め
の
殺
生
戒
と
読
誦
に
よ
る
懺
悔
に
関
す
る
言
及
が
見
え
る
（
『
陀
羅
尼
経
』『
観
音
経
』
へ
の
言
及
が
あ
り
、

『
戒
殺
放
生
物
語
』
の
該
当
箇
所
と
合
致
す
る
。
典
拠
の
経
典
名
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
）
。
ち
な
み
に
、
前
掲
『
十
王
経

注
解
』
に
お
け
る
妊
婦
の
殺
生
戒
や
『
観
音
経
』
の
読
誦
に
関
す
る
記
述
も
『
帰
元
直
指
集
』
の
内
容
を
要
約
す
る
形
で
取
り
入
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
僅
か
数
行
に
過
ぎ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
は
従
来
、
原
典
『
戒
殺
放
生
文
』
二
「
生
テ

レ

子
ヲ

不
レ

宜
ク

二

殺

‐
生
ス

一

」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た((3

(

。
私
に
両
書
を
比
較
し
た
結
果
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
の
子
の
誕
生
を
祝
う
た
め

に
鳥
獣
の
子
を
殺
す
こ
と
を
戒
め
る
内
容
（
「
（
前
略
）
さ
れ
ば
一
切
の
鳥
獣
・
傍
虫
の
た
ぐ
ひ
ま
で
も
、
各
其
子
を
愛
す
る
事
、
更
に
人

と
か
は
る
事
な
し
。
（
中
略
）
然
る
を
人
と
し
て
、
わ
が
子
の
生
ま
れ
し
悦
に
、
他
の
鳥
獣
の
子
を
こ
ろ
し
て
食
は
ん
事
、
そ
の
理
あ
る

べ
き
や
」
）
は
、
『
戒
殺
放
生
文
』
「
生
テ

レ

子
ヲ

不
レ

宜
ク

二

殺
‐
生
ス

一

」
の
主
題
（
「
（
前
略
）
…
慶
シ
テ

二

我
ガ-

子
ノ

生
ヲ

一

、
令
シ
テ
（
左
訓
―
ム
）

二
レ

他
ノ-

子
ヲ

死
セ

一

於
テ

レ

心
ニ

安
キ
ヤ-

乎
。
（
中
略
）
噫ア

ヽ

、
人
‐
畜
雖
ヘ
ド
モ

レ

殊
也
ト

。
愛
ス
ル
ノ

レ

子
ヲ

心
ハ

一-

也
。
安
ゾ

可
ン
ヤ

レ

殺
ス

歟
」((3

(

）
を
基

に
執
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
つ
ま
り
『
戒
殺
放
生
物
語
』
「
子
を
生
て
殺
生
す
べ
か
ら
ざ
る
事
」
は
、
『
戒
殺
放
生
文
』
の
主
題
を
基

に
執
筆
し
た
箇
所
と
、
『
帰
元
直
指
集
』
「
分-

産
解
ス
ル

レ

冤
ア
ダ
ア
ル
ヲ

二

戒
殺
ニ

一

」
を
基
に
し
て
執
筆
し
た
箇
所
と
が
接
合
さ
れ
た
内
容
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
戒
殺
放
生
物
語
』
は
、
『
戒
殺
放
生
文
』
の
主
題
で
あ
る
殺
生
戒
を
説
く
上
で
、
『
帰
元
直
指
集
』
に

基
づ
き
、
実
生
活
で
実
践
で
き
る
安
産
の
た
め
の
心
得
を
書
き
加
え
て
お
り
、
教
訓
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
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四　

教
訓
物
以
外
の
仮
名
草
子
に
お
け
る
「
産
死
」

　

了
意
の
著
作
態
度
と
し
て
、
仮
名
草
子
と
仏
書
に
お
け
る
特
定
の
文
献
・
話
柄
・
素
材
の
再
利
用
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
既
述
し

た
。
「
産
死
」
と
い
う
素
材
は
、
教
訓
物
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
仮
名
草
子
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』

巻
二
の
十
六
「
母
の
亡ま

う
れ
い霊

、
三
年
の
間
、
子
を
生そ

立だ
て

し
事
」
は
難
産
で
死
ん
だ
母
が
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
、
赤
子
を
育
て
る
幽
霊
女
房
譚

で
あ
る
。
『
伽
婢
子
』
（
寛
文
六
年
刊
）
に
は
、
産
死
し
た
母
の
幽
霊
の
産
み
育
て
た
赤
子
が
、
成
人
し
て
非
凡
な
能
力
を
発
揮
す
る
人
物

と
な
る
話
（
巻
五
の
四
）
が
見
え
る
。
さ
ら
に
『
狗
張
子
』
（
元
禄
五
年
刊
）
巻
二
「
原
隼は

や
と
の
す
け
だ
く
せ
ん

人
佐
謫
仙
」
に
産
死
し
た
母
の
墓
か
ら
生
ま

れ
た
赤
子
の
成
人
後
の
活
躍
を
描
く
墓
中
出
生
譚
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
『
伽
婢
子
』
の
話
に
つ
い
て
紹
介
し
、
本
稿
で
考
察
し
た

仏
書
お
よ
び
教
訓
物
の
仮
名
草
子
に
お
け
る
趣
旨
と
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
つ
つ
、
了
意
の
著
作
態
度
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

『
伽
婢
子
』
巻
五
の
四
「
原は

ら
は
や
と
の
す
け

隼
人
佐
鬼き

た

い胎
」
（
以
下
「
原
隼
人
佐
」
）
は
、
産
死
し
た
母
が
地
蔵
菩
薩
の
功
徳
を
得
て
幽
霊
と
な
っ
て
現

れ
男
子
を
産
み
育
て
た
と
い
う
原
隼
人
佐
の
異
常
誕
生
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
赤
子
（
隼
人
佐
）

の
存
命
と
活
躍
と
い
う
赤
子
の
行
く
末
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
、
作
中
に
産
死
者
（
母
子
）
を
救

済
す
る
神
仏
が
登
場
す
る
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
蔵
菩
薩
の
力
に
よ
っ
て
一
度
死
ん
だ
母
が
幽
霊
に
な
っ
て
こ
の
世

に
戻
り
、
男
子
を
生
ん
で
三
歳
に
な
る
ま
で
育
て
た
と
こ
ろ
で
、
夫
に
「
我
は
ま
こ
と
は
人
間
に
あ
ら
ず
。
君
と
い
ま
だ
縁
深
か
り
し
故

に
、
上
条
の
地
蔵
ぼ
さ
つ
冥
官
に
お
ほ
せ
て
、
た
ま
し
ゐ
を
ゆ
る
し
は
な
ち
て
、
三
と
せ
こ
の
か
た
の
ち
ぎ
り
を
む
す
ば
せ
給
へ
り
」((3

(

と

言
い
残
し
、
子
を
置
い
て
消
え
る
。
子
は
成
人
後
に
大
活
躍
す
る
と
い
う
結
末
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
産
死
者
の
行
く
末
は
、

そ
れ
を
救
済
す
る
神
仏
へ
の
信
仰
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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『
十
王
経
注
解
』
『
観
経
鼓
吹
』
お
よ
び
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
お
い
て
確
認
で
き
た
了
意
の
産
死
観
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
原
隼
人
佐
」

の
話
は
難
産
の
た
め
母
子
と
も
に
一
度
は
死
ぬ
が
、
神
仏
の
力
に
よ
っ
て
滅
罪
さ
れ
、
母
は
夫
の
も
と
へ
戻
り
、
出
産
と
子
育
て
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
結
果
的
に
は
両
者
と
も
救
済
さ
れ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
（
母
は
滅
罪
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
往
生
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
）
。

　

な
お
、
産
死
者
と
地
蔵
菩
薩
の
関
係
に
つ
い
て
近
世
よ
り
前
の
時
代
の
資
料
か
ら
補
足
し
て
お
く
と
、
『
日
本
霊
異
記
』
や
『
今
昔
物

語
集
』
な
ど
の
説
話
集
で
、
地
蔵
菩
薩
は
、
責
め
苦
に
遭
う
罪
人
を
蘇
ら
せ
救
済
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る((3

(

。
特
に
、
『
日
本
霊
異
記
』
下
巻
九
話
「
閻
羅
王
示
二

奇
表
一

勧
レ

人
令
レ

修
レ

善
縁　

第
九
」
で
は
、
地
蔵
菩
薩
は
産
死
し
た
女
性
を

救
う
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
産
死
し
た
女
性
を
救
済
す
る
役
割
を
担
う
地
蔵
菩
薩
を
描
く
話
と
し
て
最
も
古
い
例
と
い
え
る
。
な

お
、
中
世
（
室
町
期
）
の
『
賽
の
河
原
地
蔵
和
讃
』((3

(

で
は
、
死
産
し
た
胎
児
と
夭
折
し
た
子
供
ら
を
救
う
存
在
と
し
て
地
蔵
菩
薩
が
詠
ま

れ
て
い
る
。
「
原
隼
人
佐
」
は
こ
う
し
た
地
蔵
信
仰
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
『
伽
婢
子
』
の
話
は
、
難
産
と
産
死
を
物
語
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
る
幽
霊
女
房
譚
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底

に
あ
る
産
死
観
は
、
了
意
の
『
十
王
経
注
解
』
『
観
経
鼓
吹
』
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
確
認
で
き
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
前
世
の
罪
業
に
よ
っ
て
難
産
で
母
か
子
、
あ
る
い
は
母
子
と
も
に
死
ぬ
と
い
う
産
死
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
神
仏
へ
の

信
仰
が
滅
罪
・
救
済
に
結
び
つ
く
と
い
う
考
え
方
が
共
通
し
て
い
る
。
了
意
は
、
産
死
し
た
母
が
幽
霊
と
な
っ
て
現
れ
子
育
て
を
す
る
と

い
う
幽
霊
女
房
譚
に
自
ら
の
産
死
観
を
反
映
さ
せ
、
難
産
と
産
死
を
め
ぐ
る
新
た
な
物
語
を
生
み
出
し
た
と
言
え
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
了
意
の
仏
書
『
十
王
経
注
解
』
『
観
経
鼓
吹
』
お
よ
び
教
訓
物
の
仮
名
草
子
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
見
ら
れ
る
難
産
・
産

死
へ
の
言
及
に
着
眼
し
、
産
死
に
つ
い
て
記
す
章
段
に
お
け
る
趣
意
や
執
筆
意
図
が
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
了
意
は
、
産
死
を
殺
生
の
悪
報
と
見
做
し
、
難
産
の
み
な
ら
ず
堕
胎
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
夭
折
を
も
悪
報
に
因
る
も

の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
寿
命
が
報
い
に
よ
っ
て
異
な
る
と
す
る
考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
堕
胎
も
殺
生

に
相
当
し
、
堕
胎
を
犯
し
た
父
母
も
、
堕
ろ
さ
れ
た
胎
児
も
、
そ
の
罪
業
を
滅
し
な
い
限
り
、
生
々
そ
の
報
い
を
受
け
る
と
い
う
考
え
方

が
読
み
取
れ
る
。
産
死
や
殺
生
戒
に
つ
い
て
、
了
意
は
早
く
に
『
帰
元
直
指
集
』
に
依
拠
す
る
形
で
仮
名
草
子
『
戒
殺
放
生
物
語
』
に
書

い
て
お
り
、
胎
児
の
死
産
（
短
命
・
夭
折
）
に
関
す
る
内
容
が
仏
書
の
『
十
王
経
注
解
』
や
『
観
経
鼓
吹
』
に
お
い
て
再
利
用
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
殺
生
の
罪
報
と
し
て
の
産
死
と
い
う
同
素
材
を
、
『
十
王
経
注
解
』
で
は
殺
生
の
罪
報
に
、
『
観
経
鼓
吹
』

で
は
大
勢
至
菩
薩
の
威
徳
に
よ
る
滅
罪
（
を
通
じ
た
浄
土
往
生
）
に
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
で
は
殺
生
戒
に
重
点
を
置
い
て
記
し
て
い
る

と
い
う
違
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
十
王
経
注
解
』
が
亡
者
を
断
罪
す
る
『
十
王
経
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
『
観
経
鼓
吹
』
が
滅
罪
を
強

調
す
る
『
観
経
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、『
戒
殺
放
生
物
語
』
が
殺
生
を
戒
め
る
『
戒
殺
放
生
文
』
の
和
訳
を
含
む
仮
名
草
子
で
あ
る
と
い
う
、

各
々
の
書
物
の
性
格
に
よ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
を
書
き
分
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
書
で
は
「
産
死
」
と
い
う
素
材
を
通
し
て
殺
生
の

罪
報
と
滅
罪
を
説
き
、
唱
導
性
の
あ
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
仮
名
草
子
で
は
安
産
の
た
め
の
殺
生
戒
を
述
べ
て
お
り
、
教
訓

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
『
伽
婢
子
』
の
幽
霊
女
房
譚
に
お
い
て
も
、
産
死
と
神
仏
に
よ
る
救
済
に
つ
い
て
の
了
意
の
考
え
方
は
一
貫
し
て
い
た
。
難
産



－ 124 －－ 125 －

と
産
死
と
い
う
素
材
が
平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
や
『
狗
張
子
』
な
ど
、
『
伽
婢
子
』
以
外
の
仮
名
草
子
で
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。
ま
た
、
『
観
経
鼓
吹
』
に
記
さ
れ
る
産
死
者
の
救
済
に
関
わ
る
大
勢
至
菩
薩
の
存
在
に
つ
い
て
も
考

察
の
至
ら
な
い
点
が
多
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）�

中
世
か
ら
寺
院
な
ど
仏
教
教
団
に
よ
る
仏
書
の
印
刷
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
は
寺
院
と
は
関
係
な
く
開
版
・

流
通
す
る
商
品
、
い
わ
ゆ
る
町
版
が
現
れ
た
。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
に
は
多
種
多
様
な
仏
書
が
容
易
く
手
に
入

る
よ
う
に
な
り
、
仏
書
は
大
衆
化
・
通
俗
化
す
る
よ
う
に
な
る
。
通
俗
的
な
仏
書
、
つ
ま
り
通
俗
仏
書
は
僧
侶
の
み
な
ら
ず
一
般

の
人
々
の
読
み
物
と
し
て
人
気
を
得
、
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
万
波
寿
子
著
『
近
世
仏
書
の
文
化
史
―
西
本
願
寺
教
団
の
出

版
メ
デ
ィ
ア
―
』
〈
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
〉
）
。

（
２
）�

和
田
恭
幸
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
」
（
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、

一
九
九
六
年
三
月
）
、
同
氏
「
浅
井
了
意
の
仏
書
と
そ
の
周
辺
（
２
）
鼓
吹
物
の
変
遷
と
怪
異
小
説
の
素
材
源
の
変
容
」
（
『
国
文
学

研
究
資
料
館
紀
要
』
第
二
十
四
号
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
、
一
九
九
八
年
三
月
）
等
に
詳
し
い
。

（
３
）�『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
（
浅
井
了
意
著
、
寛
文
四
年
刊
）
は
、
『
戒
殺
物
語
』
（
上
）
・
『
放
生
物
語
』
（
下
）
の
合
綴
本
で
あ
る
。

た
だ
し
、
版
本
の
題
簽
が
『
戒
殺
放
生
文
仮
名
』
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
、
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
（
浅

井
了
意
著
『
因
果
物
語　

法
花
経
利
益
物
語　

戒
殺
物
語
・
放
生
物
語　

鬼
利
至
端
破
却
論
伝
・
天
草
四
郎
』
解
題
〈
『
浅
井
了
意

全
集
』
仮
名
草
子
編
四
、
浅
井
了
意
全
集
刊
行
会
編
、
岩
田
書
院
、
二
○
一
三
年
〉
）
。
本
稿
で
は
、
一
般
に
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て

い
る
『
戒
殺
放
生
物
語
』
を
用
い
る
。
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（
４
）�

平
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
の
刊
年
に
つ
い
て
は
、 

寛
文
元
年
初
め
（
石
田
元
季
「
鈴
木
正
三
」
〈
藤
井
乙
男
『
江
戸
文
学
研
究
』
内

外
出
版
、
一
九
二
一
年
〉
の
見
解
）
、
万
治
初
年
頃
（
吉
田
幸
一
「
因
果
物
語
の
正
本
と
邪
本
」
〈
『
文
学
論
藻
』
第
二
十
三
号
、
東

洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
、
一
九
六
二
年
十
月
〉
の
見
解
）
の
両
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
説
で
も
片
仮
名
本
に
先
行

す
る
と
す
る
（
江
本
裕
「
『
因
果
物
語
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
片
仮
名
本
検
討
を
通
し
て
」
〈
『
大
妻
国
文
』
第
十
一
号
、
大
妻
女
子

大
学
、
一
九
八
〇
年
〉
）
。

（
５
）�

宗
本
（
号
は
一
元
）
は
、
嘉
靖
か
ら
隆
慶
に
か
け
て
活
躍
し
た
明
代
の
天
台
僧
。
そ
の
詳
伝
は
不
明
（
岡
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
主

編
『
近
世
漢
籍
叢
刊　

和
刻
影
印　

思
想
四
編
十
四
』
所
収
『
帰
元
直
指
集
』
解
題
〈
荒
木
悟
主
執
筆
〉
、
中
文
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）
。

（
６
）�

宗
本
撰
『
帰
元
直
指
集
』
の
初
刊
は
嘉
靖
三
十
二
年
、
重
刊
は
隆
慶
四
年
（
前
掲
注
（
５
）
岡
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
主
編
『
近
世

漢
籍
叢
刊　

和
刻
影
印　

思
想
四
編
十
四
』
）
。
『
帰
元
直
指
集
』
は
、
「
念
仏
正
信
往
生
」
か
ら
「
行
願
流
通
」
ま
で
の
九
十
七
編

で
構
成
さ
れ
、
事
と
理
の
両
面
か
ら
浄
土
往
生
を
求
め
る
こ
と
を
説
く
。
そ
の
中
に
は
、
不
殺
生
戒
、
放
生
等
の
修
行
や
参
禅
と

浄
土
の
修
行
を
論
じ
る
。
ま
た
儒
教
・
仏
教
・
道
教
三
教
の
因
果
律
を
引
き
、
往
生
の
た
め
の
善
因
、
福
と
し
て
の
善
行
を
説
く
（
Ｗ

Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
）
。

（
７
）�『
戒
殺
放
生
物
語
』
お
よ
び
『
観
経
鼓
吹
』
の
該
当
章
段
に
お
け
る
『
帰
元
直
指
集
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
木
村
迪
子
「
浅
井
了

意
作
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
つ
い
て
―
中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
に
注
目
し
て
―
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
百
八
十
六
集
、

早
稲
田
大
学
国
文
学
会
編
、
二
○
一
八
年
十
月
）
に
お
い
て
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）�

唐
の
蔵
川
述
『
十
王
経
』
（
全
一
巻
。
別
名
『
十
王
経
』
、
『
仏
説
十
王
経
』
、
『
地
蔵
十
王
経
』
と
も
）
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
後

半
～
十
三
世
紀
前
半
の
間
、
日
本
撰
述
と
さ
れ
る
。
『
十
王
経
』
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
は
、
本
井
牧
子
「
十
王
経
と
そ
の
享
受
（
上
）
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―
逆
修
・
追
善
仏
事
に
お
け
る
唱
導
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語
国
文
』
第
六
十
七
巻
第
六
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
編
、
一
九
九
八
年
六
月
）
、
同
氏
「
十
王
経
と
そ
の
享
受
（
下
）
―
逆
修
・
追
善
仏
事
に
お
け
る
唱
導
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語

国
文
』
第
六
十
七
巻
第
七
号
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
一
九
九
八
年
七
月
）
、
清
水
邦
彦
「
『
地
蔵
十
王
経
』

考
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
十
一
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
○
二
年
十
二
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
９
）�

本
井
牧
子
「
『
預
修
十
王
経
』
の
諸
本
」
（
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
第
十
一
号
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
国
語
国
文
学
研

究
室
、
二
〇
〇
四
年
三
月
三
十
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
『
預
修
十
王
経
』
は
経
題
に
続
い
て
「
成
都
府
大
聖
慈
寺
沙
門
蔵
川
述
」
と
い

う
記
述
を
も
ち
、
経
文
の
間
に
七
字
四
句
の
讃
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
「
蔵
川
」
の
名
前
も
讃
も
な
い
も
の
の
二
種
類
に
大

別
さ
れ
る
と
い
う
。
書
名
の
預
修
と
は
生
前
、
予
め
自
分
の
た
め
に
仏
事
を
修
め
て
死
後
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
を
い
い
、
故
人
の

成
仏
を
祈
っ
て
家
族
や
親
戚
な
ど
残
さ
れ
た
人
が
法
要
や
お
墓
参
り
を
行
う
追
善
供
養
の
対
義
語
。
逆
修
と
も
い
う
。
氏
は
、
本

書
の
主
題
は
追
善
供
養
で
は
な
く
、
預
修
供
養
に
あ
る
と
す
る
。

（
10
）�

前
掲
注
（
９
）
本
井
牧
子
「
『
預
修
十
王
経
』
の
諸
本
」
。

（
11
）�『
十
王
経
』
の
引
用
本
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
沙
門
・
蔵
川
撰
。
巻
末
に
「
皇
和
文
禄
三
年
甲
午
七
月
／
沙
門
得
仙

加
図
板
之
」
と
あ
る
。
請
求
記
号
：
ワ
３
‐
46
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
濁
点
を
補
っ
た
。
こ
の
偈
文
は
、
亡
者
は
追

善
供
養
に
よ
り
善
行
を
積
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
次
に
良
い
所
に
生
ま
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
仏
法
を
信
じ
ず
、
修
善
し
な
い
罪
、

あ
る
い
は
仏
教
の
教
理
に
無
智
で
あ
る
罪
に
よ
り
三
悪
道
に
落
ち
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

（
12
）�

浅
井
了
意
著
『
十
王
経
注
解
』
（
天
和
二
年
自
叙
、
天
和
三
年
刊
。
別
名
『
十
王
経
直
談
』
、
『
地
蔵
十
王
経
注
解
』
と
も
）
の
引
用

本
文
は
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
所
蔵
本
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
旧
字
は
改
め
た
。
以
下
、

す
べ
て
の
引
用
文
に
お
け
る
通
し
番
号
お
よ
び
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
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（
13
）�

中
国
宋
代
以
降
、
民
衆
を
対
象
に
書
か
れ
た
道
徳
書
の
総
称
で
、
勧
善
懲
悪
を
説
く
。

（
14
）�『
観
経
』
の
引
用
本
文
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
第
十
二
巻
所
収
、
三
四
四
中
九
―
十
二

に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
読
点
を
補
い
、
旧
字
は
改
め
た
。
経
文
中
の
「
諸
仏
の
浄
妙
の
国
土
に
遊
ぶ
」
と
は
、
諸
仏

の
浄
土
を
回
り
な
が
ら
説
法
を
聞
く
意
。

（
15
）�

浅
井
了
意
著
『
観
経
鼓
吹
』
（
寛
文
十
三
年
成
、
延
宝
二
年
刊
）
の
引
用
本
文
は
、
『
浅
井
了
意
全
集
』
仏
書
編
三
（
浅
井
了
意
全

集
刊
行
会
編
、
岩
田
書
院
、
二
○
一
○
年
）
に
よ
る
。

（
16
）�『
観
経
』
は
全
体
と
し
て
滅
罪
の
思
想
を
強
調
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
（
藤
田
宏
達
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
◯

◯
七
年
）
。

（
17
）�

三
界
と
は
欲
界･

色
界･

無
色
界
の
三
つ
の
領
域
（
仏
教
の
世
界
観
で
、
輪
廻
す
る
生
き
も
の
―
有
情
・
衆
生
―
が
住
み
、
往
来

す
る
世
界
の
全
体
）
の
こ
と
で
、
四
生
と
は
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
を
意
味
す
る
。

（
18
）�

元
照
（
一
◯
四
八
―
一
一
一
六
）
述
の
『
観
経
新
疏
』
の
本
文
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
七
巻
所
収
、
二
九
八
下
二
十
一

を
参
照
し
た
。
『
観
経
新
疏
』
は
、
三
巻
か
ら
成
り
、
自
序
・
義
門
・
釈
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
元
照
は
善
導
の
『
観
経
疏
玄
義

分
』
と
『
往
生
礼
讃
偈
』
の
所
説
を
受
容
し
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
よ
る
易
行
の
称
名
念
仏
を
凡
夫
に
勧
め
て
い
る
（
前
掲
注
（
６
）

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
）
。

（
19
）�

善
導
（
六
一
三
―
六
八
一
）
は
、
浄
土
五
祖
の
う
ち
第
三
祖
、
浄
土
真
宗
七
高
僧
の
う
ち
の
第
五
祖
と
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）�

善
導
集
記
『
往
生
礼
讃
偈
』
の
本
文
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
十
七
巻
所
収
、
四
四
三
上
十
六
―
十
九
を
参
照
し
た
。
『
往

生
礼
讃
偈
』
は
、
一
巻
か
ら
成
り
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
目
的
と
し
た
具
体
的
な
実
践
行
の
方
法
と
、
六
時
に
わ
た
っ
て
勤
め

る
礼
讃
文
を
収
録
し
た
書
。
前
序
、
六
時
礼
讃
、
懺
悔
発
願
、
後
序
の
順
序
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
６
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
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纂
浄
土
宗
大
辞
典
）
。

（
21
）�

善
導
集
記
『
観
経
疏
』
の
本
文
は
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
十
七
巻
所
収
、
二
六
九
中
十
五
―
十
六
を
参
照
し
た
。
『
観
経
疏
』

の
内
容
は
玄
義
分
・
序
分
義
・
定
善
義
・
散
善
義
の
四
義
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
観
経
四
帖
疏
』
、
『
楷
定
疏
』
な
ど
と
も
い
う
（
前

掲
注
（
６
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
）
。
な
お
、
木
村
廸
子
「
浅
井
了
意
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
―
典
拠
と
そ
の

執
筆
背
景
―
」
（
『
国
文
学
研
究
』
第
百
八
十
一
集
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
編
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
は
、
『
観
経
鼓
吹
』
は
『
観

経
』
の
文
句
を
挙
げ
ず
に
『
観
経
疏
』
の
文
を
挙
げ
て
こ
れ
を
解
説
す
る
記
述
が
散
見
す
る
が
、
こ
う
し
た
特
徴
に
よ
っ
て
一
層

宗
学
的
な
面
が
強
く
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
22
）�「
法
界
」
の
語
意
は
、
㊀
十
八
界
の
一
で
あ
る
法
境
、
意
識
の
対
象
。
㊁
き
ま
り
、
定
め
。
㊂
事
物
の
根
源
。
全
宇
宙
の
存
在
、
真

如
（
大
乗
仏
教
）
。
㊃
「
現
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
世
界
」
と
「
そ
れ
を
そ
の
よ
う
に
あ
ら
し
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
」
と
い
う
二

義
を
も
つ
（
華
厳
教
学
）
。
㊄
世
界
と
法
性
（
真
如
）
と
の
両
面
が
あ
る
（
天
台
教
学
）
。
㊅
全
世
界
。
全
宇
宙
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
（
中
村
元
著
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）
。
本
稿
で
は
、
文
脈
上
、
最
も
適
当
と
思
わ
れ
る
㊅
の
意
味

を
採
る
こ
と
に
す
る
。

（
23
）�

良
忠
（
一
一
九
九
―
一
二
八
七
）
は
、
浄
土
宗
三
祖
。
良
忠
撰
『
伝
通
記
』
は
、
『
観
経
玄
義
分
伝
通
記
』
六
巻
、
『
観
経
序
分
義

伝
通
記
』
三
巻
、『
観
経
正
宗
分
定
善
義
伝
通
記
』
三
巻
、『
観
経
正
宗
分
散
善
義
伝
通
記
』
三
巻
の
十
五
巻
か
ら
成
る
。
『
伝
通
記
』

と
は
、
法
然
・
聖
光
・
良
忠
三
代
相
伝
の
念
仏
の
正
義
を
未
来
に
弘
通
す
る
鈔
記
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
24
）�

木
村
迪
子
氏
は
、
『
観
経
鼓
吹
』
巻
一
の
十
五
「
三
檀
四
攝
之
説
」
な
ど
、
典
拠
と
し
て
良
忠
撰
『
伝
通
記
』
を
挙
げ
て
い
る
（
前

掲
注
（
21
）
木
村
廸
子
「
浅
井
了
意
『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
つ
い
て
」
）
。

（
25
）�

良
忠
撰
『
伝
通
記
』
の
引
用
本
文
は
、
『
浄
土
宗
全
書
』
第
二
巻
所
収
、
三
六
四
Ａ
十
―
十
三
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
句
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読
点
を
補
い
、
旧
字
は
改
め
た
。

（
26
）�『
戒
殺
放
生
物
語
』
の
引
用
本
文
は
、
浅
井
了
意
著
『
因
果
物
語　

法
花
経
利
益
物
語　

戒
殺
物
語
・
放
生
物
語　

鬼
利
至
端
破
却

論
伝
・
天
草
四
郎
』
に
よ
る
（
『
浅
井
了
意
全
集
』
仮
名
草
子
編
四
、
浅
井
了
意
全
集
刊
行
会
編
、
岩
田
書
院
、
二
○
一
三
年
）
。

引
用
に
あ
た
り
、
適
宜
濁
点
や
振
り
仮
名
を
付
し
た
。

（
27
）�

小
川
武
彦
「
浅
井
了
意
の
二
著
に
つ
き
て
―
戒
殺
放
生
文
仮
名
と
出
来
斎
京
土
産
―
」
（
『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
八
号
、

一
九
七
五
年
五
月
）
、
前
掲
注
（
７
）
木
村
廸
子
「
浅
井
了
意
作
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
つ
い
て
―
中
国
浄
土
教
思
想
と
の

関
係
に
注
目
し
て
―
」
な
ど
。
特
に
、
木
村
氏
の
研
究
は
、
『
戒
殺
放
生
物
語
』
の
典
拠
と
し
て
の
『
帰
元
直
指
集
』
の
重
用
だ
け

で
な
く
、
了
意
の
仏
書
『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』
『
大
原
談
義
聞
書
抄
句
解
』
に
お
け
る
袾
宏
著
の
文
献
（
『
阿
弥
陀
経
疏
鈔
』
）
や
袾
宏

以
前
の
元
代
に
お
け
る
文
献
（
普
度
編
述
『
盧
山
蓮
宗
宝
鑑
』
）
の
利
用
を
指
摘
し
、
了
意
と
中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
を
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
氏
は
、
「
了
意
の
み
な
ら
ず
、
少
な
く
と
も
寛
文
期
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
僧
侶
を
初
め
と
す
る
知
識
層

に
中
国
浄
土
教
思
想
の
土
壌
が
あ
っ
た
こ
と
が
袾
宏
教
学
の
爆
発
的
流
行
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
」
に
つ
い
て
も
示
唆
し
て
い
る
。

（
28
）�

た
だ
し
、
こ
の
文
は
『
宝
鑑
』
と
『
因
果
録
』
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
撰
者
宗
本
が
独
自
に
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
宗
本
撰
『
帰

元
直
指
集
』
の
引
用
本
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：
ワ
３
‐
15
‐
１
～
６
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、

適
宜
句
読
点
や
濁
点
を
補
い
、
旧
字
は
改
め
た
。
本
稿
で
引
用
し
た
寛
永
二
十
年
刊
和
刻
本
は
前
掲
注
（
６
）
に
お
い
て
言
及
し

た
隆
慶
四
年
版
を
模
し
て
翻
刻
し
た
も
の
（
前
掲
注
（
５
）
岡
田
武
彦
・
荒
木
見
悟
主
編
『
近
世
漢
籍
叢
刊　

和
刻
影
印　

思
想

四
編
十
四
』
）
。

（
29
）�

前
掲
注
（
７
）
木
村
迪
子
「
浅
井
了
意
作
『
戒
殺
物
語
・
放
生
物
語
』
に
つ
い
て
―
中
国
浄
土
教
思
想
と
の
関
係
に
注
目
し
て
―
」
。

（
30
）�

前
掲
注
（
27
）
小
川
武
彦
「
浅
井
了
意
の
二
著
に
つ
き
て
―
戒
殺
放
生
文
仮
名
と
出
来
斎
京
土
産
―
」
。
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（
31
）�

袾
宏
撰
『
戒
殺
放
生
文
』
の
引
用
本
文
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
（
請
求
記
号
：
ワ
３
‐
193
）
に
よ
る
。
引
用
に
あ
た
り
、

適
宜
句
読
点
や
濁
点
を
補
い
、
旧
字
は
改
め
た
。

（
32
）�『
伽
婢
子
』
の
引
用
本
文
は
、
松
田
修
・
渡
辺
守
邦
・
花
田
富
二
夫
校
注
『
伽
婢
子
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
七
五
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
33
）�

渡
浩
一
「
地
蔵
菩
薩
と
文
芸
―
地
獄
の
救
済
者
―
」
（
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
十
五
巻
第
八
号
、
至
文
堂
、
一
九
九
○
年

八
月
）
。

（
34
）�

原
名
は
、
『
西さ

い

の

か

は

ら

院
河
原
地
蔵
和
讃
』
（
伝
空
也
上
人
〈
九
〇
三
‐
九
七
二
。
浄
土
教
〉
御
作
）
。
「
賽
の
河
原
」
の
初
出
が
、
『
富
士
の

人
穴
草
子
』
、『
月
日
の
御
本
地
』
な
ど
室
町
時
代
の
お
伽
草
子
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
現
を
室
町
期
と
す
る
指
摘
が
あ
る
（
本

田
和
子
「
「
賽
の
河
原
」
考
」
、
柳
田
国
男
ほ
か
著
・
小
松
和
彦
編
『
境
界
』
怪
異
の
民
俗
学
八
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）
。

〔
付
記
〕�

本
稿
は
、
第
四
十
四
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
（
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
、
令
和
三
年
五
月
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
原

稿
を
基
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
の
際
に
御
教
示
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
、
深
謝
申
し
上
げ
る
。


